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〈要　　旨〉
　本研究は，一つの授業モデルとしてポートフォリオ型ワークシートを用いた相談援助実
習指導の効果を検証した。相談援助実習担当学生 12 人に毎週宿題ワークシートを課し，
翌週に確認・添削して返却した。返却の際には他の学生の適切に書かれたシートも配布し，
各自でポートフォリオに整理してもらった。実習終了後に，事前学習の学びが実習に役立
つものだったのか，事前学習を実習中に活かすことができたのかについてのアンケート調
査を行い，コード化，サブカテゴリー，カテゴリーに分類したところ，最終的に①実習へ
の真摯な姿勢，②安心感と自信の獲得，③落ち着いた実習をすることでの成功体験の獲
得，の３つのカテゴリーが抽出できた。学生が自信を持って実習に臨めるよう，授業内容
や授業方法の検討は今後も必要だと考える。
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Ⅰ．はじめに
　社会福祉士の活躍の場は，高齢，障害，児童，医療，生活困窮者・低所得者分野のみならず，
刑事施設及び少年院の受刑者等の出所後の地域生活支援をする司法分野，スクー ルソーシャル
ワーク等の教育分野など分野横断的に拡がってきている。それぞれの分野では時代やニーズの
変化に合わせた法制度改正が行われてきたが，社会福祉士の養成カリキュラムについては平成
20 年度に見直しが行われてから10 年が経過した。
　そこで現在，厚生労働省は社会福祉士の養成カリキュラムを見直し中であり，新カリキュラムで
は実践能力を高めるために実習や演習の充実を視野に入れている。近年，複雑化・多様化した
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福祉ニーズの変化に伴い，「地域共生社会」の中核的役割を担う福祉人材を育てることが大きな
テーマとなっており，今後も社会福祉士の力量が大きく問われることになる。社会福祉士養成校で
はソーシャルワーク支援に必要な広範囲にわたる知識や技術を学び，それを実践に活かせるよう
講義科目以外に演習と実習の授業が配置されている。なかでも学生が実践現場で利用者と出会
い，個人や地域の課題に触れ，福祉現場を実際に体験する中で社会福祉士としての役割や業務
を学び，ソーシャルワ クーの専門性は何かを深く考える機会になる実習は重要な科目となっている。
そしてその実習を充実したものにするためには実習前の指導が特に重要である。実習指導の授
業では，実習先分野に合わせて授業以外の科目，例えば高齢者分野に実習へ行く場合は高齢
者福祉論，障害者分野に実習へ行く場合は障害者福祉論，ソーシャルワ クー全般を学ぶソーシャ
ルワ クー科目等，それらの各論を実習でどのように活かすのかを統合して指導が行われる。
　現行のカリキュラムは表１のとおり，相談援助実習指導は 90 時間である。福祉系A大学を例に
とると，大学 2 年の後期に実習指導Ⅰ（15 回の授業），大学 3 年で通年の実習指導Ⅱが配置され
ている。実習指導Ⅰでは，相談援助実習の意義，実習の概要，実習分野，実習施設の機能の理
解等基礎的な部分の学習をするとともに，マナーや実習記録の書き方等も習得する。そして，自分
自身の適性，将来の希望に沿って実習機関を選択できるように各分野の実習先の特徴や機能な
どを学び，実習先希望届を記載する。実習先希望届は単に希望の分野や希望の実習先を記載
するのではなく，なぜ障害分野を希望するのか，なぜその中でも就労支援なのか等，分野の希望
理由を記載する。さらに，具体的な希望施設をキャリア支援センター の実習先ファイル等を調べて
学びを深めていく。実習配属は大学側に一任され，出欠状況や実習生としての意欲や姿勢，知
識や理解度等，実習生コンピテンシーを踏まえて配属をしていく。そして実習指導Ⅱは前期 15 回
で事前指導，そして夏期休暇中に実習が行われ，後期 15 回で事後指導が行われる。おおむね
同じ実習分野のクラス分けとなり（高齢分野のクラス，障害分野のクラス等），夏期に実施する実習
への本格的な準備を前期 15 回の授業内で行うことになる。この前期 15 回の授業で配属された
実習施設・機関を理解し，具体的な実習課題を設定し，相談援助実習に係る知識と技術につい
て具体的かつ実際的に理解し，社会福祉士として求められる資質・技能・倫理・自己に求められ
る課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する必要がある。当然授業内だけでは時間が足
りないため，宿題の活用が効率的に授業を運営でき，学生の学習にとっても大いに有効であると
考える。実習終了後の後期 15 回の授業では，実習報告会の準備及び実践，実習報告書作成
等を通じて具体的な実習体験を専門的援助技術として概念化・理論化し体系立てて説明できるよ
うにしていく。
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表１　現行の社会福祉士養成課程カリキュラム
1．ポ トーフォリオの活用について
（1）ポ トーフォリオとは
　ポ トーフォリオの語源はイタリア語のportafoglio（ポルタフォリオ）で「札入れ財布」を意味する。英
語のportfolioは「書類入れ」という意味であり，デザイナーやクリエイターが自分の実績をアピール
するための業績集・作品集という意味で活用されてきた。そのほかビジネスの分野でもポ トーフォリ
オは発展し，金融用語や教育用語としても使われている。ジョー ンズらは，「教育におけるポ トーフォ
リオは学習，スキル，実績を実証するための成果をある目的のもと，構造化しまとめた収集物」1）と
し，ポ トーフォリオ開発のプロセスの重要性を強調している。学校教育の分野では学生の総合学
習の成果を評価するものとして活用され，知識の習得だけでなく何をどのように学んできたか，その
過程をわかりやすく示し，自己評価もしやすいものとなっている。大学等ではティー チング・ポ トーフォ
リオ（教育業績ファイル）やアカデミック・ポ トーフォリオ（研究業績ファイル）が教員の業績や資質を
みる評価物として用いられ人材育成や人材活用に活かされている。近年では看護教育や医療領
域でも積極的にポ トーフォリオを用いた教育を進めている。
（2）ポ トーフォリオを実習教育に役立てている先行研究
　国立情報学研究所の学術デ ターベースCiNiiで〈ポ トーフォリオ　実習指導〉の論文を検索する
と11 件挙がった。看護師保健師実習に関するものが 6 件，理学療法士に関するものが 4 件，
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診療放射線技師実習に関するものが 1 件といずれも医療関係の実習で活用されていた。
　とくに看護基礎教育分野では，学生の能動的な学習方法として 2000（平成 12）年頃からポ トー
フォリオを用いた手法に注目している。坂田らと杉浦らの研究 2）3）では，ポ トーフォリオの活用により
学生が主体的で能動的な学習ができたことが報告されている。また，水方は「ポ トーフォリオを活
用することで課題発見力や観察力，根拠を大切にする力，相手の立場に立つ力，プレゼンテー
ション能力，計画立案・遂行力を獲得できた」4）と示した。高口は「ポ トーフォリオを用いた学習がど
のような影響をもたらしたのか，臨地実習指導者講習会受講生 12 名に対してインタビュー調査を
行い，学習に影響を与えた体験から366 のコ ドーを抽出した。（中略）成長の可視化に繋がるとと
もに，与えられる学習から自分の意志で学ぶための大きなきっかけとなっていた」5）ことを明らかにし
た。
（3）ソーシャルワ クーとポ トーフォリオ
　わが国でのソーシャルワ クー分野のポ トーフォリオ研究はまだ始まったばかりである。古川は「学
生の『学びの成果物の綴り』と評価ツール，ラーニング・ポ トーフォリオとして学生自身が共通の『学
習振り返りシ トー』や授業や活動において作成した成果物，成績，証明書などを束ねて主体的か
つ計画的な学習に活用されることが期待される」6）としている。井上はソーシャルワーカーのキャリ
ア形成に用いられるプロフェッショナル・ポ トーフォリオについて「ソーシャルワーク専門職の生涯の
学びを助けるものであり，自己の成長の過程を知り，気付きを得たり，目標を設定したり，成長のた
めの計画を立てたりすることによって，ソーシャルワーカーは専門職として開発される」7）とし，ソー
シャルワ クー・プロフェッショナル・ポ トーフォリオの作成項目モデルとワ クーショップ・プログラムの試
案を作成した。ソーシャルワ クーにおけるポ トーフォリオの意義について，コ ノーイヤ らーは「①学び
を促進し，導いていくこと，②専門職としてのキャリアをまとめたり更新したり記録したりする場所に
すること，③就職・転職，もしくは上位の教育プログラムに進む際の出願に活用すること」8）の 3 点
を挙げており，学生の学習支援の機能と専門職の成長の記録としての機能の側面があるとしてい
る。本研究では前半の学生の学習支援，とくに実習事前学習支援場面でのポ トーフォリオ活用を
検討していきたい。
Ⅱ．研究の背景及び目的
　2012（平成24）年～2014（平成26）年の実習クラス36人に，実習中困ったことを書きだしてもらっ
たところ，「勉強不足だった」，「実習前に勉強したはずが忘れていた」，「実習日誌に何を書けばよ
いのか困った」，「何をしたらよいのかわからないときがあった」が上位を占めた。「何をしたらよいの
かわからないときがあった」は，実習指導者の指示の仕方や実習生の資質や積極性にもかかわる
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個別性の高いことであるが，そのほかの 3 つは実習前指導の方法を検討する必要があると考えら
れた。そこで，体系的な学びを促進するべく，毎年実習生の日誌の精査を行い，クラス独自の実
習後アンケ トーを実施し，2015（平成 27）年からワ クーシ トーの内容や教授方法の改良を重ねた。
　そして 2017（平成 29）年の実習担当学生 12 人にポ トーフォリオ型のワ クーシ トーを用いた宿題を
課し，実際に学生が行ってきた宿題を使って授業をした。そして実習終了後に，事前学習の学び
が実習に役立ったのか，事前学習を実習中に活かすことができたのかについてのアンケ トー調査を
実施しその効果を明らかにしていく。
Ⅲ．研究方法
1.　研究対象
　2017（平成 29）年度，福祉系A大学の相談援助実習指導を履修している担当学生 12 人。ク
ラスは高齢分野のクラスであり，特別養護老人ホームや養護老人ホーム，居宅介護支援事業所，
地域包括支援などを有する高齢者複合施設で実習する学生と地域包括支援センター単独型の
施設で実習する学生がいるが，いずれも必ず地域包括支援センター では必ず実習することになっ
ている。つまり，地域で暮らす高齢者の相談支援，さらに地域支援を学べる実習先へ行く学生達
が対象である。
２．研究方法
（1）授業の方法
　先述したとおり，実習生の日誌から地域包括支援センター の実習ではどのようなことが問われる
のか，知識部分とソーシャルワ クー的視点の両面から分析・検討を重ねた。また，学生自身が実
習をどのように体験し，どこがプラスされればもっと良い実習になったと思うのか，クラス独自の実習
後アンケ トーを実施し，2015（平成 27）年からワ クーシ トーの内容や教授方法の改良を重ねた。そ
の最新版が表 2 の資料・課題（宿題）のワ クーシ トー一覧である。
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表 2　実習指導Ⅱワークシート一覧
　1 ～ 14 の数字は授業回数とは関係なく，一度に 2 つの宿題を課すときもある。授業内では他に
も資料を配布しており，これらのワ クーシ トー以外の講義も行っている。例えば高齢分野でよく使う
頻出漢字 100 問のテストや介護保険の資料などはワ クーシ トーには含めていない。表 2 はあくまで
も宿題に関係するワ クーシ トー一覧である。
　実習指導Ⅱ授業の初回に，ワ クーシ トー一覧を用いてこれだけ学んでから実習へ行くということを
説明する。授業内でワ クーシ トー作成に必要な講義をしてからシ トーを作成してきてもらうこともあれ
ば，授業内で講義する前にシ トーを作成してきてもらうこともある。提出は授業日ではなく，事前提
107第 13 号　2018（平成 30）年度
相談援助実習指導におけるポ トーフォリオ型ワークシ トーの導入とその効果
出とした。実習指導Ⅱの授業は月曜日のため，必ず金曜日には研究室前の提出袋に提出すること
になる。例えば，月曜日の授業中に介護予防についてのビデオを鑑賞し，介護予防事業について
講義をする。学生はワ クーシ トー5が宿題となり，その週の金曜日までに教員に提出する。教員は，
提出された宿題に必ずコメントを記載し，学生達の中でもよく考えてあるシ トー，面白い発想のシー
ト等を3 ～ 4 枚選び，それらを全員に配布できるようコピーする。そして宿題返却の際に他の学
生のものも配布し再度説明を行う。これは，学生が自分自身の考えに固執することなく，他の学生
の発想や意見を柔軟に取り入れ，こうでなければならないという枠にはまった考え方から抜け出ても
らうための一助になると考えてのことである。図 1 はワ クーシ トー5 で介護予防講座を考えるシ トー，
図 2 は事例と教員の利用者説明をもとに介護予防サ ビース支援計画書を作成するワ クーシ トー14
である。また，図 3 は実習日誌の作成練習をしたときのもので，授業中に実習場面にありそうな 15
分ほどのビデオを鑑賞し，実習生としてその場にいたらどのような実習日誌を記載するかという宿題
である。同じ場面を観たのに自分の日誌と他の学生の日誌の切り口や感想がいかに違うのかという
ことを学んでいく。図 4 はワ クーシ トーをまとめたポ トーフォリオである。教員がポ トーフォリオのファイ
ルを配布し，学生が自分で綴っていく方式とした。
　　　　　　図１　ワークシート 5　　　　　　　　　　　　　図 2　ワークシート 14
図 3　ワークシート 6，7：実習日誌の記載練習（自身の宿題と他の学生の宿題）
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図 4　ワークシートをまとめたポートフォリオ
（2）事前学習についてのアンケ トー
　実習終了後にアンケ トーを実施した。アンケ トーの内容は事前学習について 3 点である。
　①宿題の量は，多かった，ちょうどよかった，少なかったのどれか。
　②事前学習が実習に役立ったか。役立ったことがあれば具体的に記載（感想でもよい）。
　③事前学習に加えてほしい内容。
　アンケ トー項目①は，単純に学生が宿題の量をどのように思っていたのか尋ねる項目である。②
は，事前学習が実際に役立っていたのかについて，効果を検証する項目である。過去の実習生
の日誌や実習後のアンケ トーをもとに実習で役立つであろうポ トーフォリオ型ワークシ トーを作成し，
授業を行ったため，その効果を具体的に尋ねる項目である。③は，時代の変化や法律や制度の
改正で実習内容も変化があるため，実習直後の学生達にしかわからない事前学習に加えたほう
が良い内容について尋ねた。
３．分析方法 
　アンケ トーのデ ターを整理し一覧表にまとめ，記述内容ごとに意味を考えながら付箋を用いて似
ている項目を分類しコ ドー化，サブカテゴリ―，カテゴリー に整理した。アンケ トーを記載した学生
達に付箋整理の段階で筆者が分類した項目を確認してもらい，信頼性と妥当性を担保した。
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４．倫理的配慮
　調査対象者には研究目的および研究方法について口頭にて全員に確認し同意を得た。また，
個人情報保護の遵守と本研究に協力したことでの授業への評価の反映は行わないことを合わせ
て約束した。
Ⅳ．研究結果
　事前学習についてのアンケ トー回収率は 100％であった。一部意味がわかりにくい文章につい
ては後日学生に確認をとり，補足の聞き取りを行った。アンケ トーの結果は表 3 のとおりである。
表 3　実習終了後のアンケート結果
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１．宿題の量
　12 人中 11 人が「ちょうどよかった」と答えた。1 名は「多かった」と回答しているが，「でもやって
良かった」と追記されていた。ほぼ毎回の授業で宿題が課されたにもかかわらず，実習終了後に
は全員が妥当な量であったと納得していることがわかる。
２．事前学習が実習に役立ったこと，感想等
　ワークシ トー14 のケアプラン模擬作成は全員が役立ったと回答した。続いてワークシ トー6，7
の実習記録が 6 人，ワ クーシ トー4 の施設生活と在宅生活のメリット・デメリットが 5 人，ワ クーシー
ト5 介護予防の講座と漢字テストは 4 人が役立ったと回答した。ワークシ トー1 のマンガを通して
コミュニティ・ソーシャルワ クーをイメー ジするというのは 3 人が役立ったと回答した。これは，実習
指導の最初に実習先の様子や業務内容等を簡潔でわかりやすくイメー ジできたことが良かったの
だと考えられる。
　また，アンケ トー内容と補足の質問で聴取できた内容から質的分析を行ったところ表 4 の分類と
なり，最終的に３つのカテゴリー が抽出された。
表 4　アンケート：事前学習の感想分類
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３．事前学習に加えてほしい内容
　「配属先の施設についての確認テスト」，「かかわる組織/機関を確認」，「介護保険のレポ トー」，
「模擬面接」，「認知症初期集中支援チーム」，「年金や生活保護」，「高齢者世代の子どもの頃
の遊び」等さまざまな内容を挙げていた。2 人だけ加えてほしい内容の記載がなかったが，10 人
はさらにこのような学びができていたら良かったという内容を具体的に記載しており，主体的に実習
を考えていることがわかる。
Ⅴ．考察
　本研究は実習担当学生 12 人にポ トーフォリオ型のワ クーシ トーを用いた宿題を課し，実習終了
後に，事前学習の学びが実習に役立つものだったのか，学生は事前学習を実習中に活かすこと
ができたのかを明らかにした。学生達は毎週宿題を課され，翌週の授業で添削されて他の学生
のワークシ トーと共に返却される。返却されたシ トーは学生自身がポ トーフォリオに整理する。毎
週宿題が出るというのは学生から負担感や不満が出るかと推測されたが，学生自身が宿題の量を
「ちょうどよい」「やって良かった」と言っていることから妥当だと考えられる。一定の枠組み設定の
中，ワ クーシ トーを作成することで情報を整理・統合する力が涵養し，受け身ではない学習ができ
ていたものと考えられる。また，教員から一方的に教わるのではなく，実習に役立つシ トー作成を
自分自身が行ったという達成感と自信がポ トーフォリオを用いることでその量と質の可視化が可能と
なった。ポ トーフォリオを用いると学びの蓄積が学生，教員双方でわかる。また，学生自身が学び
のプロセスを見つめ，他の学生のワークシ トーも配布されることで自分の考えとの比較，他の学生
の考えも学びに取り入れることができる。さらにポ トーフォリオに整理することで自身で学びの評価を
し，学んだことを意識化できるところに意義がある。「事前学習についての感想」を質的分析したと
ころ，表 4 のとおり3 つのカテゴリー が抽出できた。
①実習への真摯な姿勢
　学生は実習に真摯に取り組もうとしており，きちんと体系立てて勉強したいという意欲があった。
最初，宿題ワ クーシ トー一覧を見たときには気が重い学生もいたとは思うが，実習へ行くうえで宿題
をやったほうがよい，やらないと困ると覚悟ができていた。
②安心感と自信の獲得
　毎週（金）までに宿題を提出する行為から「勉強した」感覚の獲得が可能であったと考えられる。
学びの蓄積で自信が芽生え，勉強不足だという気持ちは生まれない。ポ トーフォリオに挟むシ トー
が増えるにつれ，「自分は勉強した」という達成感と嬉しさも感じていた。また，他の学生の考えや
意見をシ トーを通して知り，比較できたことで自身を客観視するとともに，新しい視点等に気づけた。
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これも安心感につながったと考えられる。
③落ち着いた実習をすることで成功体験の獲得
　学生達は沢山の宿題を行ってから実習に臨み，知識が定着まではしていなくてもポ トーフォリオを
見れば参考にできるという安心感，意見や考えを文章化することに慣れていたため，「自分はやって
きた」「困らない」「慌てなくてよい」という肯定的な感情を持って実習に臨めていた。実際実習で
事前学習をなぞる体験をしたことで「ついていける」と感じて肯定的な感情を高めていったものと考
えられる。落ち着いて実習に取り組み，困ったときはポ トーフォリオにある他の学生の意見を参考に
しながら実習日誌を記載したり，視点を考えたりできていたため，指導者に褒められ，成功体験を
得た学生が多かった。
　このように，事前学習の効果は大変大きい。過去の学生にあったような「勉強不足だった」，「実
習前に勉強したはずが忘れていた」，「実習日誌に何を書けばよいのか困った」というフィー ドバック
が一人もなかったのがその効果だと考えられる。ポ トーフォリオを用いた実習事前指導は，学生の
意欲を高め，自信と安心感を醸成し，落ち着いた実習を行うことができる効果的な教育方法だと言
える。
Ⅵ．本研究の意義と課題
　本研究では，一つの授業モデルとしてポ トーフォリオ型ワ クーシ トーを用いた相談援助実習指導
の効果を検証した。学生達は大学ではない場所で，ただでさえ緊張感にさらされて実習を行う。
少しでも安心して実習先に向かうためには，事前学習で自信を持つことが大切である。学生が自
信をもち安心して実習ができた理由は，単にポ トーフォリオを用いたからというのではなく，授業方法
（毎週添削され，他人の良いシ トーももらえる）にも効果要因があったと思われる。ポ トーフォリオを
ただの綴りにせず，どのように活かすのか，その一つの授業モデルを本研究で示したことには一定
の意義があるだろう。今回は高齢相談分野 1 つのクラスのみで検討したため，他分野の実習先
へ行く学生達にも応用できるか検討していきたい。
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